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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 西館

〒３１１－３１１５

東茨城郡茨城町前田１７０７－３４９

自己評価作成日 平成２５年９月２５日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先ＵＲＬ

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２５年１１月２７日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

　１年前に運営法人が変わった際に多くの職員が退職するという厳しい環境の中で、「利用者に選択
していただく」というそれまでの理念を大切にしながら、残った職員が利用者への影響を最小限にす
るために、新任職員と結束してサービスの向上に取り組んでいる。
　職員は施設長や管理者が目指しているところを理解しており、利用者はその支援を得ながら表情豊
かに明るく自分の趣味を楽しみながら穏やかに暮らしている。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2013_022_kani=tr
ue&JigyosyoCd=0893100073-00&PrefCd=08&VersionCd=022

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２６年５月１日

グループホーム　ウィステリア倶楽部

０８９３１０００７３

社会福祉法人　親愛会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２６年５月１６日

　本当の意味での利用者本位を追求しています。『ご利用者の選択』を尊重し、一つでも多くの場面
でご利用者が『選択』できるように、多くの選択肢を用意する事を意識しています。ご利用者の時間
の過ごし方に合わせて徹底的に個別化し、心地よい環境の提供を心掛けています。

平成２６年５月１日

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2013_022_kani=true&JigyosyoCd=0893100073-00&PrefCd=08&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2013_022_kani=true&JigyosyoCd=0893100073-00&PrefCd=08&VersionCd=022
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2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　市職員のほか家族等の代表や自治会の代
表、民生委員、高齢者クラブの代表が出席
する運営推進会議を２ヶ月に１回開催し、
入居状況や行事結果などを報告している。
　施設長や管理者は「家族等に参加しても
らう行事を増やしてはどうか」との委員か
らの意見を受け、ミニ運動会など普段の
ちょっとした行事についても家族等に参加
を呼びかけている。

外　部　評　価

　全職員で話し合い、「専門性を探求」や
「家と同じ生活を提供」などの言葉が入っ
た事業所独自の理念を掲げているほか、
「常に利用者に選択していただく」という
ことを大切にしているが、「地域住民との
交流の下で」という観点を理念に盛り込む
までには至っていない。
　職員は毎朝朝礼時に理念を唱和して共有
するとともに、会議などにおいて常に理念
に立ち返り話し合いをするように努めてい
る。

　地域住民との交流の下で、そ
の人らしい生活の継続を支援す
るという地域密着型サービスの
意義を踏まえた理念を全職員で
話し合って作成することが望ま
れる。

　利用者や職員は、招待を受けて地域の祭り
や公民館での展示会を見物する一方で、地域
住民を事業所の祭りに招待するとともに、バ
ザーなどで祭りに協力してもらっている。
　職員は地域の清掃活動「クリーン作戦」に
毎年参加するとともに、利用者は散歩の際に
近隣住民と挨拶を交わし、顔馴染みの関係を
築いている。
　地域のボランティアや保育園児が来訪し、
利用者と交流している。

1 1

2 2

3

4 3

運営推進会議を中心に、地域の行
事などの情報を得、積極的に参加
している。また、イベントの時に
は施設に地域の方を招くなどし
て、地域との交流を図っている。

地域のゴミ拾いには毎年参加し、
地域貢献を果たしている。

毎回、地域の委員、行政、家族会
に向けて事業報告を行ない、意見
を頂いている。指摘を受けた事は
事業所で話し合い、サービス向上
に向けて取り組んでいる。

『専門性を探求し、家と同じ生活
を提供』という理念の下、自宅で
の自然な生活の延長を心掛けてい
る。また、施設全体で共有してい
る『選択』という理念を実践し、
ご利用者自身の『選択』の場面を
増やすように努めている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
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○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　施設長や管理者は市担当者と直接会って
コミュニケーションを図り、事業所の実情
やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
るとともに、介護保険制度の疑問点などに
ついて相談している。

　施設長や管理者は身体拘束廃止マニュア
ルを作成するとともに、職員が身体拘束廃
止に関する内外の研修を受講できるよう機
会を設け、身体拘束の内容や弊害の理解に
努めている。
　一人で外出する利用者に対して職員が一
緒に外出するなど、利用者の立場に立った
見守りを行うことにより、玄関を施錠しな
いケアに努めている。
　職員は経管栄養のチューブを抜こうとす
る利用者へのミトン着用に関する経過記録
を残しているが、その継続の是非について
全職員で話し合うまでには至っていない。

　身体拘束継続の是非を職員個
人やユニットだけで判断するの
ではなく、「身体拘束廃止委員
会」などを設置して事業所全体
として判断していく仕組みづく
りが望まれる。

7

8

5 4

6 5

運営推進会議には行政の代表者が
毎回参加して下さっている。その
他、法令等での疑問点や、重大事
故発生時などには行政に相談・報
告を行なっている。

身体拘束は、居室・建物の施錠を
含めゼロに向けて取り組んでい
る。やむを得ず身体拘束を行なう
場合には、家族の同意の上、期間
を定め、最低限度の範囲の中で行
なっている。

事業所内研修や、全体研修におい
て虐待防止に関する研修を行なっ
ている。言葉かけのニュアンス一
つでも虐待となりえることを理解
し、防止に努めている。

実際に成年後見人がついているご
利用者がおり、後見人とは密に連
携している。認知症の方の権利擁
護に向けて後見人と話し合う機会
を設けている。
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己
評
価

外
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○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

11 7
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9
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契約書、重要事項説明書を使って
充分に説明し、疑問点については
質問を受け、答えた上で契約締結
している。

常時ご意見箱を施設に設置してい
る他、運営推進会議には毎回ご家
族代表に出席していただき、ご意
見を頂いている。指摘があれば改
善に努めている。

ユニット会議・グループ会議・全
体研修などの機会に自由に発言す
る機会を設け、提案があればその
後の事業運営に反映させている。

管理者を通じて施設長が職員の努
力や実績・勤務状況について把握
し、法人の理事長に報告してい
る。頑張った職員を積極的に正職
員に登用するなどの取り組みを法
人全体で行なっている。

　職員は月１回家族等に手紙で利用者の近
況を伝える中で、意見や要望を出してもら
うように働きかけている。
　施設長や管理者は面会に訪れた家族等に
「家族等が気になっているだろう」と思わ
れることを推測しながら話しかけ、意見や
要望の汲みあげに努めるとともに、事業所
で発生した事故などを包み隠さず話すこと
により、家族等との信頼関係を築いてい
る。
　家族等から出た職員の顔写真の掲示や食
事量調節、室温調整などの意見や要望を受
けて運営に反映させている。

　施設長や管理者は月１回開催のユニット
会議や全職員が参加するグループホーム会
議において、職員の意見を聞くように努め
ており、職員から出た休憩や勤務体制の変
更に関する意見や提案を受けて運営に反映
させている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価
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己
評
価

外
部
評
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項　　　　　　　目

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

17

15

16

13

14

事前訪問時に家族の不安や要望を
充分に聞き取りしている。

客観的にどのようなサービスが必
要か見極め、他サービスが必要な
場合は勧めている。

内部研修を定期的に実施してい
る。また、外部の研修に対しては
希望者を募り、機会を与えてい
る。研修費用は原則法人で負担し
ている。

入居前には原則として自宅を訪問
し、事前調査を行なう。聞き取り
の中で本人の意向をくみ取り、環
境面や日課などが、自宅での暮ら
しの延長となるように努めてい
る。

施設長は研修会などの機会に、日
常的に他事業所の同業者と情報交
換している。相互訪問を行ない、
お互いに良い所を学び、サービス
向上を図っている。
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己
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○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　職員は利用者の馴染みの人や場所を家族
等からの聞き取りや手紙で把握し、セン
ター方式の「基本情報（私の支援マップ
シート）」に記入するとともに、以前住ん
でいた家を一緒に訪問したり、馴染みとし
ていたそば屋での食事に同行するなどの支
援をしている。

21

22

19

20 8

18

職員が間に入り、コミュニケー
ション支援を行なっている。ま
た、ご利用者同士の相性を見極
め、席順などに配慮している。

契約が終了しても、ご相談があれ
ばできる限りの支援を行なう。

些細な事でも連絡し、家族の意向
を確認している。本人にとって一
番うれしいのはやはり家族の面会
である事を忘れず、ご面会頂いた
時には、感謝の言葉をかける事を
忘れずに対応している。ご自宅へ
の外出・外泊支援も積極的に行っ
ている。

生活の空間だという事を認識し、
言葉かけや立ち振る舞い、服装な
どに気をつけている。徐々に家族
のような関係性を築けるように努
力している。

面会しやすい環境作りを心掛けて
いる。また、本人が外出を望む場
所があれば、要望を聞き入れ、外
出支援を行なっている。
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　介護支援専門員や計画作成担当者が作成
した介護計画案を基に、施設長や管理者の
ほか利用者を担当する職員などが参加する
会議において、主治医の意見など医療関係
者のコメントを参考にしながら検討して介
護計画を作成している。
　毎月のモニタリングや３ヶ月から６ヶ月
という目標期間に応じた評価結果に基づい
て介護計画を見直すとともに、利用者の心
身の状態に変化が生じた場合には随時介護
計画を見直している。

　職員はアセスメントで利用者の生活歴を
把握するとともに、日々の生活の中で利用
者の表情やしぐさから思いや意向を推測
し、申し送りノートなどに記録するように
努めているが、日常の記録に埋もれがちで
あり、明確な記録として残すまでには至っ
ていない。
　意思疎通が困難な利用者の場合には、家
族等から聞き取りをして思いや意向の把握
に努めている。

　利用者や家族等の思いや意向
の把握がケアの出発点であるこ
とを再認識し、把握結果を明確
な記録として残し、全職員で共
有することが望まれる。

25

26 10

23 9

24

初回または定期的にアセスメント
を実施し、ご利用者の意向を確認
している。意思疎通が困難な場合
は、その方の立場に立ってより良
い方向性を検討している。

事前調査時に、ご自宅の様子や生
活歴、これまでの生涯のあらまし
を聞き取りしている。

本人・家族・主治医その他関係者
の意向・意見をケアプランに反映
させるように努めている。状態に
変化が生じれば、その都度介護計
画を見直し、現状に即した計画作
りに取り組んでいる。

一人一人の居室担当者が主になり
状態の把握に努めている。また、
その情報を共有し異常の早期発見
に努めている。
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している
○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看護
職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

　職員は入居時にかかりつけ医を把握する
とともに、家族等と協力しながら利用者や
家族等が希望するかかりつけ医への受診に
付き添っている。
　家族等だけが付き添う場合には、バイタ
ルサインを記録した「状況確認表」を手渡
し、医師に伝えるように話すとともに、家
族等から聞き得た受診結果を「受診記録」
に記載して職員で共有している。

28

27

個別記録には、バイタルサインや
体調の好不調のみならず、表情や
ちょっとしたご様子の変化なども
記録し、その情報を職員全体で共
有している。計画の見直し時にも
その情報を利用している。

新しい事を否定しない、変わるこ
とを恐れない姿勢で、常にご利用
者にとって何が良いサービスかを
個別に検討している。

30 11

31

29

協力医療機関、又はそれ以外のご
希望の医療機関への受診の支援を
行なっている。異常があった場合
の早期受診を常に心がけている。

常勤専属の看護師を配置してい
る。介護職員はバイタルサインな
どの異常以外にも、ちょっとした
ご様子の変化なども看護師に伝
え、異常の早期発見に努めてい
る。

地域の図書館の利用や、地元の公
民館でのイベントなどには積極的
に参加している。また、地元の団
体からボランティアなどで事業の
お手伝いを頂き、地域と協働して
施設運営している。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早期
に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。又は、
そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　年２回、消防署立会いを含む避難訓練のほ
か消防設備点検を実施しているが、夜間を想
定した避難訓練を実施するまでには至ってい
ない。
　避難訓練で得た課題を記録しているが、避
難限界時間を踏まえた避難完了時間やその課
題を把握するまでには至っていない。
　運営推進会議での意見を基に、利用者毎の
居室と車いす使用など利用者の状態について
の情報を地域住民と共有しているが、避難訓
練に地域住民の参加を得るまでには至ってい
ない。
　災害に備えて食糧や飲料水、備品などを備
蓄するとともに、リストを作成して消費期限
を管理している。

　避難訓練記録に避難完了時間
を記し、避難限界時間内の避難
完了に向けた課題を明記して対
策について話し合うことを期待
する。
　避難訓練に地域住民の参加が
得られるよう働きかけるととも
に、情報共有までこぎ着けた利
用者の状態などを活用した具体
的な避難方法についての話し合
いが望まれる。

　職員は協力医療機関の医師や看護師から
看取り介護に関する現場教育を受け、医療
機関の全面的なサポートの下、１年間で利
用者３名の看取りをしている。
　「重度化対応・終末期介護指針」を作成
し、契約時に利用者や家族等に説明してい
るが、事業所としてできることとできない
ことを明記した指針を作成したり、書面に
よる同意を得るまでには至っていない。

　事業所と家族等との意向がず
れたまま重度化の時期を迎える
ことのないよう、事業所として
できることとできないことを明
記した方針を作成し、契約時や
看取り開始時に利用者や家族等
に説明して書面で同意を得るこ
とが望まれる。

34

35 13

32

33 12

事故時のマニュアルを使用して対
応している。重度化した方の場合
は、個別のマニュアルを作成す
る。また、応急処置の研修を行な
い、事故や急変に備えている。

消防訓練を定期的に実施し、災害
に備えている。備蓄の食糧や飲料
水のチェックも定期的に行ってい
る。また、運営推進会議におい
て、災害時の協力体制について検
討している。

入院の際には直ちに介護サマリー
を作成し、渡している。退院時に
は看護サマリーの作成を依頼し、
入院中の様子の把握に努め、シー
ムレスなケアを心掛けている。

施設においてできる事・できない
事を明確化し、家族に伝えてい
る。重度化した場合でも、主治医
が施設での生活が出来ると判断す
れば、医療機関の支援を受けなが
ら、できる限り援助し、施設での
生活を支援している。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　職員は「利用者は人生の先輩」という敬
いの気持ちで接する中で、声かけをする際
に利用者との距離感や職業歴などに配慮し
ながら「ちゃん付け、さん付け、先生付
け」を使い分けるよう努めている。
　職員は年１回の接遇研修において言葉か
けや対応例の具体的なケースについて話し
合っている。
　個人情報に関する書類は、事務室の鍵の
かかるロッカーに保管している。

38

39

36 14

37

声かけや対応はその方に合ったや
り方を常に検討し、個別化してい
る。人生の大先輩である事を忘れ
ず、常に敬いの気持ちを持って対
応している。

常に『選択』できるサービスを追
求し、選択の場面を増やし、自己
決定していただくように努めてい
る。

常に整容を意識し、お手伝いして
いる。特に着衣の乱れや髭の剃り
残しなどが無いように気をつけて
いる。

介護者本位でなく、利用者本位を
追求し、その方の生活のリズムや
希望に合わせている。急な外出希
望などもできる限り対応してい
る。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、習慣に応じた支援を
している

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　職員は排泄チェック表により利用者一人
ひとりの排泄リズムを把握するとともに、
排泄サインを的確にキャッチしてトイレで
の排泄に向けた支援をしている。
　排泄が困難な利用者については、運動量
や体位交換の頻度、投薬量などに基づいて
排泄アセスメントを実施している。
　日中はリハビリパンツの着用を基本とし
ており、利用者の状態を観察しながらパッ
ドやおむつの適切な使用に努めている。

　休日及び朝食以外は併設している通所介
護事業所の厨房で作った食事を提供してい
るが、職員は食事についても「選択」とい
う理念を重視しており、利用者の嗜好にそ
えるよう代替品を用意している。
　職員は「回転寿司を食べたい」などの希
望を受けて外食を支援しているほか、自家
菜園の収穫物を利用した「コロッケパー
ティ」や「スイカ割り」などの行事を企画
し、食事が楽しみなものになるよう努めて
いる。
　利用者は職員と一緒に食材購入や配膳、
下膳、食器拭きなどをするとともに、職員
と食卓を囲んで一緒に同じ食事を楽しんで
いる。

43 16

40 15

41

42

ご利用者の好き嫌いを把握し、食
事内容・形態を変えている。お気
に召さない場合の代替えの食事の
提供も行っている。できる方には
配ぜんやお皿拭きなどを手伝って
いただいている。

食事量・水分量は常に記録してい
る。単純に水分として摂取できな
い場合は、水分の形状の工夫など
も行っている。特に脱水に注意
し、経口摂取が困難な場合は早期
の受診に努めている。

毎食後に状態に合わせた全員の口
腔ケアを実施している。自分でで
きる方には声かけにより促してい
る。

入所後約2週間でその方の排泄リズ
ムを把握し、その方に合った適切
な排泄介助に取り組んでいる。出
来る限りトイレでの排泄をお勧め
し、排泄の自立に努めている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

12 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

　職員は清潔保持のみならずリラクゼー
ションという観点からも入浴の重要性を認
識しており、利用者の希望にそった入浴を
支援するほか、高級シャンプーの使用や利
用者毎の新湯のほか、柚子湯やミカン風
呂、林檎湯など、入浴を楽しむために様々
な工夫をしている。
　入浴を拒む利用者に対しては、馴染みの
職員が対応するなど、工夫しながら入浴支
援をしている。

47
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45 17

46

44

入浴は清潔保持のためのみなら
ず、趣向であると捉え、その方の
希望に合った入浴リズムで実施し
ている。例外なくお1人ごとに浴槽
のお湯を張り替えている。季節に
合った入浴のイベント（ゆず湯・
みかん風呂など）も実施してい
る。

ご利用者の体調に合わせ、ゆっく
りしたい方には休んで頂いてい
る。夜間帯も最低2時間に1回は巡
視し、睡眠時の様子を観察してい
る。

誤薬防止のため、薬剤は厳重に管
理している。薬剤の情報をカー
デックスに入れて管理し、すべて
の職員が薬剤の特徴について把握
できるように努めている。

買い物・外食・外出などは、ご利
用者一人一人によって楽しみ方が
違うので、個別や少人数での生き
がい支援を行なっている。

排泄記録により便秘を把握し、運
動や体位変換・マッサージなどを
行なっている。すぐに下剤に頼ら
ないように気をつけている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

　人生を感じさせる利用者の味わい深い書
道作品を飾った高窓のある明るい居間兼食
堂には、季節の花々や観葉植物、ソ
ファー、マッサージチェアが配置してお
り、挽きたてのコーヒー豆の匂いがするな
ど、家庭的な雰囲気の共用空間となってい
る。

　職員は外出支援に力を入れており、事業
所周辺の公園への散歩やスーパーでの買い
物、事業所の庭での食事など、日常的な外
出のほかに外食や花見、カラオケ、保育園
での七夕見物などに車いす使用の利用者も
一緒に出かけ、月５回から１０回程度外出
支援をしている。

51

52 19

49 18

50

能力に応じて、金銭を自己管理し
ている方の見守りを行なってい
る。買い物や外食の時などは職員
付き添いのもと、会計していただ
いている。施設内の自動販売機も
自由にご利用いただいている。

外出活動に力を入れている。行き
たい場所を聞き、時には家族など
の協力を得て外出支援を行なって
いる。

電話や手紙でのコミュニケーショ
ンの支援を行なっている。

共用空間の清潔保持を常に意識し
ている。温度・湿度についても適
切に保たれている。季節に応じて
装飾し、季節感を感じていただい
ている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

　利用者は使い慣れた目覚まし時計やＣＤ
ラジオカセット、籐椅子、衣装箱、テレ
ビ、趣味の雑誌や道具などを居室に持ち込
んでいるほか、家族の写真や好きな球団の
カレンダーを飾ったり、床に畳を敷いたり
して、自分の生活スタイルに合った居室づ
くりをしている。

55

53

54 20

過剰な介護に走らず、事故の原因
を取り除き、危険が迫るまでは見
守る事で、自立を支援している。
移動を妨げ転倒の原因となるた
め、廊下や導線に物を置かないよ
うに注意している。

ご自宅で使用していた家具や馴染
みのある小物などを持ち込んでい
ただいている。和室を希望される
方は畳を敷いて和室を作るなどの
工夫も行なっている。

気の合う方・気の合わないなど、
ご利用者同士の関係性を把握し、
皆様が心地よく過ごせるように、
テーブルやイスなどの配置を随時
検討している。
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Ⅴ　アウトカム項目

○ 1,ほぼ全ての利用者の

2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

58

59
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○ 1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

○ 1,大いに増えている

2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名　グループホームウイステリア倶楽部

作成日　 平成２６年５月１日 　　　　　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 35
災害時の体制
・夜間を想定した避難訓
練

夜間想定避難訓練の
実施

年２回の避難訓練
１回を夜間想定とする

平成26年4月～
平成27年3月

2 1
理念の中に「地域」との
事を取り入れてはどうか

地域とどう接してい
くかを理念に取り入
れていく

地域住民との交流を理念の
中に取り入れ新しい理念を
作成する

平成26年4月～
平成27年3月

3 33

入所時にターミナルケア
について明記した同意書
を作成してはどうか
出来る事出来ない事を明
記した指針の作成

・ターミナルケア時
の同意書を作成する
・看取り時の指針を
作成する

・同意書を作成し家族へ説
明を行い家族の意向を聞き
取る
・事業所として出来る事・
出来ない事を明確にした指
針の作成に取り組む

平成26年4月～
平成27年3月

4 23

利用者や家族等の思いや
意向の把握がケアの出発
である事を認識し記録と
して残していく

日常の生活様子だけ
でなく、思いや意向
について記録を残す

職員全員が意向や思いを認
識し、記録する事で共有し
ていく

平成26年4月～
平成27年3月

5 6
身体拘束廃止委員会を設
置してはどうか

生命等の危険が無い
限り身体拘束を行わ
ない

身体拘束をやむを得ず行う
時には委員会を立ち上げ随
時検討を行っていく

平成26年4月～
平成27年3月

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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